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　都市計画道路 新橋深沢線（市道 0115 号線）の一部完成を祝う開

通式が新橋の特設会場で行われ、関係者によるテープカットが行われ

ました。式典後は、よさこいや路上落書きイベントなども行われ、開

通を祝う多くの家族連れなどでにぎわいました。（２月２日撮影）

待ちに待った開通！

今年も富士山豆博士が誕生しました!!…………………2・3
明日への農業…………………………………………………4
年金を受給されている皆さんへ……………………………5
後期高齢者医療保険料を特別徴収で納付している皆さんへ…6
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今年も富士山豆博士が誕生しました!!今年も富士山豆博士が誕生しました!!今年も富士山豆博士が誕生しました!!

御殿場南小学校 御殿場小学校

▶
小
富
士
散
策
で
説
明
を
聞
く

　

児
童
た
ち

▶
調
べ
学
習
の
成
果
を
発
表

◀
野
外
教
室
の
様
子
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◎５年生 141 人が取り組みました。

　身近な存在である富士山や、富士山麓の自然環境の
大切さ・素晴らしさを体験し、「富士山豆博士」にな
るため、２つの取り組みを中心に学習しました。
【野外教室】
　日本野鳥の会の菅常雄
氏を講師として招き、富
士山御殿場口五合目で富
士山の成り立ちや植生に
ついて学習しながら、野
鳥の観察を行いました。
【調べ学習】
◆総合的な学習の時間を利用し、各自富士山に関する
課題を持ち、学校の図書室や御殿場市立図書館の書籍、
インターネット、雑誌等を利用し、興味を持った内容
を中心に調べ学習を行い、新聞にまとめました。
◆個人学習終了後、調べたい内容ごとにグループに分
かれ、個人学習を生かした調べ学習に取り組み、２月
の児童集会で学校全体に調べた内容を発表し、学習の
まとめを行いました。

◎６年生 131 人が取り組みました。

　個人学習、富士登山、講話などを通して「富士山豆
博士」になるための事業を推進しました。
【個人課題追究】
◆富士山についてもっと知ろうと自ら課題を設定し、
本やインターネット等を利用して調べ学習を行いまし
た。富士山に対する興味を深め、学んだことを新聞・
パンフレット等にまとめました。
◆富士山少年俳句大会への出品や、富士山世界文化遺
産推進歌のための「富士山への想いの言葉」への応募、
富士山短歌作りを通じ、富士山への想いを深めました。
【富士登山・小富士散策・講話】
　東富士山荘米山千晴氏の講話などをもとに、須走口
五合目から本六合目までの富士登山や、小富士散策を
実施しました。季節による富士山の自然の変化を肌で
感じるとともに、富士山の偉大さや自然を大切にする
思いを広めました。
【パネルディスカッション】
　米山氏を講師に招き、富士山を守るための提案を行
いました。その後、家族や地域に活動を広げています。

Ｑ 

富
士
山
豆
博
士
っ
て
な
に
？

Ａ
富
士
山
の
こ
と
を
た
く
さ
ん

学
ん
だ
、
市
内
の
小
・
中
学

校
の
児
童
、
生
徒
た
ち
の
こ
と
で
す
。

各
学
校
の
特
徴
や
地
域
性
を
生
か
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、児
童
・

生
徒
が
身
近
な
富
士
山
の
素
晴
ら
し

さ
を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

富
士
山
と
、
富
士
山さ

ん
ろ
く麓
の
豊
か
な

自
然
に
触
れ
、
親
し
む
こ
と
で
、
新

し
い
発
見
を
し
て
、
毎
年
た
く
さ
ん

の
「
ご
て
ん
ば
の
富
士
山
豆
博
士
」

が
誕
生
し
て
い
ま
す
！

Ｑ 

富
士
山
豆
博
士
っ
て
、　
　

　
　
　
　
　

今
何
人
い
る
の
？

Ａ
平
成
24
年
度
は
３
８
２
人
の

富
士
山
豆
博
士
が
誕
生
し
、

こ
れ
ま
で
に
４
、７
３
３
人
が
富
士

山
豆
博
士
に
な
り
ま
し
た
！

　

平
成
18
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の

間
に
、
市
内
の
す
べ
て
の
小
・
中
学

校
、
全
16
校
に
お
い
て
実
施
し
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
多
く
の
富
士
山
豆
博

士
を
誕
生
さ
せ
る
た
め
、
平
成
22
年

度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
４
年
間

を
第
２
期
と
し
て
事
業
を
継
続
実
施

し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

次
は
ど
の
学
校
か
ら
富
士
山 

　

豆
博
士
が
誕
生
す
る
の
か
な
？

Ａ
次
年
度
は
、
東
小
学
校
、
原

里
小
学
校
、
玉
穂
小
学
校
、

富
士
岡
中
学
校
で
実
施
予
定
で
す
。

　平成 18 年度から、富士山の豊かな自然と恵みを後世に

継承するために「富士山基金」の一部を活用した「ごてん

ばの富士山豆博士事業」を実施しています。

　今年度は、御殿場小学校・御殿場南小学校・朝日小学校・

高根中学校で実施しましたので、取り組みを紹介します。

環境課☎ (83)1603

今年も富士山豆博士が誕生しました!!

高根中学校

平成 24 年度富士山豆博士認定証授与式が

　　　　　　　　　　　　行われました !!

朝日小学校

▲認定証を受け取った生徒たち

◀代表の児童による活動の　　
　感想発表

▶市民ホールに飾られた
　児童・生徒たちの作品

今年も富士山豆博士が誕生しました!!今年も富士山豆博士が誕生しました!!今年も富士山豆博士が誕生しました!!

▶
鳴
沢
の
氷
穴
を
見
学

▶
高
根
ど
ん
た
く
な
ど
で
演
劇

　
「
怒
る
富
士
」
を
披
露

◀
文
化
祭
で
の
発
表
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◎１年生 35 人が取り組みました。

【「怒る富士」の演劇】
　高根中の伝統である演劇「怒る富士」を１・２年生
で取り組み、文化祭や地域行
事の「高根どんたく」で上演
しました。新田次郎作「怒る
富士」をもとに、演劇の台本
を用意し、学年ごとに配役を
決め、４幕構成の劇にしました。
　上演前には、富士山噴火について調べた内容の発表
を行いました。劇を通して、噴火したときの状況や人々
の苦しみ、伊奈半左衛門などの昔の人のおかげで復興
が進んだことなど、富士山噴火についてより深く知る
ことができました。
【私にとっての富士山】
　「冬の富士」をテーマにして、自宅周辺や、東富士
演習場付近、金時山近辺などの、富士山周辺の様々な
場所から見た富士山の写真を撮影しました。
　また、富士山をイメージした俳句を詠むことで、富
士山への想いを高めました。

◎６年生 75 人が取り組みました。

　富士登山、校外学習を中心に「富士山豆博士」にな
るために学習しました。
【富士登山】
　ＹＭＣＡ東山荘白鳥裕之氏、東富士山荘米山千晴氏
の協力のもと、富士山の動植物や富士登山の心得など
を学習し、富士登山を実施しました。
　登山中、野鳥の鳴き声を聞き分けたり、植物に触れ
たりするなど、事前の学習で学んだことを生かし、実
際に体験しながら進みました。
【富士山校外学習】
　「鳴沢の氷穴及び樹海の散策」、「富士ビジターセン
ター及び富士山レーダードーム館の見学」を通じ、富
士山の成り立ちや伝説を学び、自然に触れ合う貴重な
体験をすることができました。
【富士山豆博士になろう】
　総合的な学習として、富士登山や校外学習で学んだ
ことを中心に、各自がテーマを決め、インターネット、
図書館の本などを利用してまとめました。調べた内容
をテーマ別のグループに分かれ発表会を実施しました。

　２月 18 日、市役所市民ホールで、平成 24 年度富士
山豆博士認定証授与式が行われました。
　各学校の富士山豆博士の代表者が、市長から認定証を
受け取り、豆博士になるまでの活動の様子などの感想を
話しました。
　市長は「今年は、富士山が日本の宝から世界の宝にな
ろうとしています。さらに多くの人が富士山と、そし
て麓

ふもと

のまちにも訪れるようになるでしょう。皆さんが 1
人の博士として、訪れた人たちに富士山のことを教えて
あげてください」と、小さな博士たちにエールを送りま
した。
　代表の児童・生徒たちも、緊張の面持ちながら「富士
山の学習をして、これからは生き物や植物などの自然を
今までよりもっと大切にしようと思いました」など、様々
な感想を発表していました。
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保
作

農
協
推
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田
代　

武
満

農
業
共
済
推
薦　

 

齋
藤　

寛か
ん
い
ち一

土
地
改
良
区
推
薦　

 

野
木
春
十
四

市
議
会
推
薦　

田
代　

耕
一

市
議
会
推
薦　

勝
間
田
幹
也

　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

　

任
期
満
了
に
伴
う
御
殿
場
市

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
で
決
定

し
た
26
人
と
、
市
長
が
市
議
会

な
ど
か
ら
推
薦
を
受
け
て
選
任

し
た
５
人
の
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
（
任
期
３
年
）
は
、

農
地
法
な
ど
に
基
づ
く
法
令
業

務
の
ほ
か
、
優
良
農
地
を
守
り

有
効
利
用
す
る
た
め
の
農
業
振

興
業
務
や
、
農
業
者
か
ら
の
意

見
の
く
み
上
げ
、
行
政
へ
の
建

議
な
ど
、
幅
広
い
役
割
を
担
い

ま
す
。

　

農
地
の
売
買
な
ど
の
手
続
き

や
農
地
の
利
用
に
関
す
る
相
談

◇
新
し
い
農
業
委
員
が

　
　
　
決
ま
り
ま
し
た
◇

「農業認定士」・「青年農業士」に

　　　　　　　新たに２人が認定されました

　県では、地域農業者の指導的役割を果たしている農業
者、農業青年のリーダー、農山漁村で活躍している女性
等を、「農業経営士」「青年農業士」「農山漁村ときめき
女性」として認定する制度を設けています。
　このたび、次の 2人が新たに「農業経営士」「青年農
業士」に認定されたので、お知らせします。

　勝又さんは、農協酪農部会に所属し、自らの経営改善
だけでなく、牛乳の消費拡大を進めるなど長年にわたっ
て、酪農振興に携わっています。
　また消防団に所属するなど自治会活動にも積極的に参
加し、地域振興に尽力するほか、農業への理解を深めて
もらうために、園児や小学生に牛を身近で見せる機会を
設けるなど、精力的に活動をしています。

は
、
ま
ず
お
近
く
の
農
業
委
員

ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　横山さんは、両親とともにワサビ及び水稲の栽培に精
力的に取り組んでいます。ＪＡ御殿場青壮年部に所属し、
副委員長を務めるほか、御殿場・小山の青年農業者で組
織している北駿地域若手担い手交流会においても副代表
を務め、青年組織をリードする存在です。
　青年農業者として地元農産物の直売会やＰＲ活動に率
先して取り組んでいます。

農業経営士 勝又　幸男さん （鮎沢）

青年農業士 横山　　泉さん （柴怒田）

◇
平
成
25
年
産
米
の

　
　
生
産
数
量
目
標
が

　
　
　
決
定
し
ま
し
た
◇

　

平
成
25
年
産
水
稲
の
生
産

調
整
に
伴
う
、
静
岡
県
か
ら

御
殿
場
市
へ
の
配
分
面
積
は
、

８
７
２
㌶
（
数
量
換
算
値
４
、

４
３
９
㌧
）【
前
年
比
18
㌶
減
】

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
御
殿
場
市
農

業
再
生
協
議
会
で
は
、
市
内
す

べ
て
の
米
生
産
農
業
者
（
前
年

水
稲
作
付
実
績
の
あ
る
農
家
）

に
前
年
作
付
実
績
に
応
じ
た
面

積
の
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
て

は
、
昨
年
の
水
稲
作
付
面
積
と

同
じ
ぐ
ら
い
の
作
付
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

◇
経
営
所
得
安
定
対
策

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
◇

営
所
得
安
定
対
策
（
昨
年
ま

で
の
名
称
は
「
農
業
者
個
別

所
得
補
償
制
度
」）
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

昨
年
同
様
に
、
米
の
生
産
数

量
目
標
に
従
っ
て
生
産
す
る
販

売
農
家
等
に
対
し
て
、
主
食
用

米
の
作
付
面
積
10
㌃
あ
た
り
、

１
５
、０
０
０
円
の
定
額
交
付

の
ほ
か
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、

農
林
課
☎(

82)

４
６
６
１
ま
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

明日への農業
御殿場市農業委員会広報　第 137 号

農業委員会事務局（農林課内）　☎ (82)4620

　

国
が
推
進
す
る
食
料
自
給
率

の
向
上
等
を
目
的
と
し
た
、
経

5

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
住
民

基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
、
受
給
者
の
現
況
確
認

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
毎
年
提
出
が

必
要
だ
っ
た
「
現
況
届
」
の
提

出
が
、
原
則
と
し
て
不
要
に
な

り
ま
す
。

◎
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
、
引

き
続
き
現
況
届
等
の
提
出
が
必

要
で
す
。

①
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
現
況
確
認
が
で

き
な
い
人
（
住
民
票
記
載
住
所

に
「
○
○
様
方
」、
「
○
○
マ
ン

シ
ョ
ン
」
な
ど
表
記
を
加
え
て

届
け
る
必
要
が
あ
る
人
、
成
年

後
見
を
受
け
て
い
る
人
等
で
成

年
後
見
人
等
の
住
所
が
変
更
と

な
っ
た
人
、
日
本
に
居
住
し
て

い
る
外
国
籍
の
人
等
）
…
「
現

況
届
」

②
加
給
年
金
を
受
け
て
い
る
人

…
「
生
計
維
持
確
認
届
」

（１）
誕
生
月
が　
　
　
　

　
　
　

 

来
た
と
き
は
？

（１）
誕
生
月
が　
　
　
　

　
　
　

 

来
た
と
き
は
？

（3）
年
金
証
書
を　
　
　

　

 

な
く
し
た
と
き
は
？

（3）
年
金
証
書
を　
　
　

　

 

な
く
し
た
と
き
は
？

（4）
氏
名
が
変
わ
っ
た　

　
　
　
　
　

 

と
き
は
？

（4）
氏
名
が
変
わ
っ
た　

　
　
　
　
　

 

と
き
は
？

（２）
住
所
や
年
金
の　
　

　
　

受
取
場
所
を
変
え
る

　
　
　
　
　
　

と
き
は
？

（２）
住
所
や
年
金
の　
　

　
　

受
取
場
所
を
変
え
る

　
　
　
　
　
　

と
き
は
？

③
障
害
年
金
受
給
者
で
、
障
害

の
程
度
の
確
認
が
必
要
な
人
…

「
診
断
書
」

※
提
出
が
必
要
な
届
出
が
あ
る

場
合
は
、
日
本
年
金
機
構
本
部

か
ら
受
給
者
へ
届
出
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
提
出
期
限
ま

で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
は
、
希
望
し
た
金
融
機

関
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
住
所
や
年
金
の
受
取
場
所

を
変
更
す
る
と
き
は
、
す
み
や

か
に
「
年
金
受
給
権
者
住
所
・

支
払
機
関
変
更
届
」
を
最
寄
り

の
年
金
事
務
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

「
年
金
受
給
権
者
住
所
・
支

払
機
関
変
更
届
」
を
提
出
し
な

い
と
、
年
金
の
支
払
額
通
知
書

が
届
か
な
か
っ
た
り
、
希
望
す

る
銀
行
な
ど
で
年
金
を
受
け
取

れ
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
支
払
機
関
を
変
更
す

る
と
き
は
、
変
更
す
る
金
融
機

関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
証
明
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
住
所
が
変

わ
る
と
き
に
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の
を
用
意
し
て
、

最
寄
り
の
年
金
事
務
所
に
届
出

の
必
要
が
あ
る
か
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

変
更
届
）
」
を
最
寄
り
の
年
金

事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
「
年
金
受
給
者
氏
名

変
更
届
」
の
証
明
欄
に
市
区
町

村
長
の
証
明
を
受
け
る
か
、
戸

籍
の
抄
本
か
住
民
票
を
添
付
し
、

「
年
金
証
書
」
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

結
婚
や
離
婚
な
ど
に
よ
り
氏

名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
「
年

金
受
給
者
氏
名
変
更
届
（
氏
名

　

「
年
金
証
書
」
を
汚
し
た
り
、

な
く
し
た
り
し
た
と
き
は
、「
年

金
証
書
再
交
付
申
請
書
」
を
最

寄
り
の
年
金
事
務
所
に
提
出
し

て
再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

「
年
金
証
書
」
は
、
年
金
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
で
す
。
大
切
に
保

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
（２）
、

（３）
、

（４）
に
か
か
る
届
出

書
は
市
役
所
国
保
年
金
課
に
あ

り
ま
す
。

◎
以
上
の
手
続
き
は
、
国
民
年

金
及
び
厚
生
年
金
受
給
者
に
つ

い
て
の
手
続
き
で
す
。

　

共
済
年
金
、
厚
生
年
金
基
金

等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
、

同
様
の
手
続
き
が
別
途
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
受
給
し
て
い

る
年
金
の
担
当
窓
口
へ
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
沼
津
年
金
事

務
所
☎
０
５
５
（
９
２
１
）

２
２
０
１
、
市
国
保
年
金
課

☎(

82)

４
１
２
２

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

～
こ
ん
な
時
に
は
、
こ
ん
な
手
続
き
を
～
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

特
別
徴
収
で
　
　

納
付
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

特
別
徴
収
で
　
　

納
付
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

  対象となる人

　後期高齢者医療保険料を特別徴収している人で、平
成 25 年度の保険料を仮に計算した場合、仮徴収額と本
徴収額に大きな差が生じると予測される人です。

※対象となる人には４月末に通知します。

 平準化する場合の特別徴収額の決定方法
　６月、８月の特別徴収額が、前年度の年間保険料額か
ら４月特別徴収額を差し引き、５等分した金額となります。

６月・８月の特別徴収額＝
（前年度年間保険料額－４月特別徴収）÷５　

第 1 期 第２期 第 3 期 第４期 第５期 第 6 期
年額

４月 ６月 ８月 10 月 12 月 翌年２月
6,000 6,000 6,000 23,400 23,300 23,300 88,000

第 1 期 第２期 第 3 期 第４期 第５期 第 6 期
年額

４月 ６月 ８月 10 月 12 月 翌年２月
6,000 16,400 16,400 16,400 16,400 16,400 88,000

 【例】平成 25 年の保険料額が 88,000 円の場合
※後期高齢者医療保険料は、一人ひとり額が違いますのでご注意ください。

◆平準化しない場合は、第 4 期以降の負担額が大きくなってしまいます。

◆平準化した場合は、第 2 期以降の負担額が均等化されます。

※平成 25 年度の保険料額は 8 月に決定し通知しますので、10 月以降の特別徴収額が変更と
　なることもあります。

なお、口座振替や納付書で納付している人は、これまでと変わりません。

※
平
準
化
後
は
、
６
月
か
ら
翌
年
２

月
ま
で
の
徴
収
額
が
均
等
に
な
り
負

担
が
均
等
化
さ
れ
ま
す
。
平
準
化
に

よ
り
年
額
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
特
別
徴
収
…
保
険
料
を
年
金
か
ら

差
し
引
き
で
支
払
う
方
法

※
平
準
化
…
特
別
徴
収
の
額
を

で
き
る
だ
け
均
等
に
調
整
す
る
こ
と

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
差
し
引
き
）
は
、
年
6
回
あ
る
納
期

の
前
半
（
4
月
・
６
月
・
８
月
）
を
「
仮
徴
収
」、

後
半
（
10
月
・
12
月
・
翌
年
２
月
）
を
「
本
徴

収
」
と
し
て
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
ま
で
の
方
法
で
は
、
世
帯
構
成

や
所
得
の
変
動
な
ど
に
よ
り
仮
徴
収
額
と
本
徴

収
額
に
大
き
な
差
が
生
じ
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
25
年
度
か
ら
、
対
象
と
な
る

人
の
特
別
徴
収
額
が
１
年
間
を
通
じ
て
で
き
る

だ
け
均
等
に
な
る
よ
う
に
、
６
月
と
８
月
の
徴

収
額
を
調
整
（
平
準
化
）
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
国
保
年
金
課
☎(

82)

４
１
８
８

※

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
特
別
徴
収
の

　
　

仮
徴
収
額
を   「
平
準
化
」
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
特
別
徴
収
の

　
　

仮
徴
収
額
を   「
平
準
化
」
し
ま
す 

※

※４月の特別徴収額は、前年度２月の特別徴収額と同額です。

77

vol.350

　★ Shall we dance ★
　私たちは、2009 年 9 月 9 日、9 名で始めたダンス
サークルです。名前の由来は、設立時に 9 が 4 つ並
んだということで Four9、略して F・ナインとしました。
　早いもので今年で活動 4 年目に突入し、毎週水曜日、
夜 7 時から 9 時 30 分まで、東名側道にあるコマツダ
ンススクールの 2 階で、榊原けい子先生ご指導のもと、
楽しく練習しています。
　社交ダンスには、全部で 10 種目のダンスがありま
すが、私たちが今練習しているのは、ラテンアメリカ
では「ルンバ」「チャチャチャ」、スタンダードでは

「ワルツ」「タンゴ」「スローフォックストロット」の
5 種目になります。
　老若男女、老体、体にむち打ちつつも、楽しく、笑
いあり、お菓子もあり（笑）と、和気あいあいとダン
スを楽しんでいます。
　現在は、メンバーも 3 名増えて 12 名となり、楽し
みながら日々練習に励んでいます。
　社交ダンスに興味がある方、経験者、未経験者問わ
ず、どうぞお気軽に見学に来てください。
　　　　執筆／滝口　惠

けい

夫
お

☎ (83)6160　　　
　　　　代表／館　隆雄

Ｆ・ナイン

 

我
が
家
の
防
火
対
策

　

火
災
は
、
地
震
や
風
水
害
と
違
っ

て
、
人
間
の
不
注
意
か
ら
起
き
る
こ

と
の
多
い
災
害
で
す
。

　

御
殿
場
市
で
近
年
発
生
し
た
火
災

原
因
の
多
く
は
、
コ
ン
ロ
、
た
ば
こ

及
び
ス
ト
ー
ブ
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
特
に
火
災
が
発
生
し
や
す
い
冬

場
に
は
、
ス
ト
ー
ブ
で
洗
濯
物
を

干
し
た
ま
ま
出
か
け
て
し
ま
っ
た
り
、

ゴ
ミ
の
焼
却
に
よ
り
自
宅
に
延
焼
し

て
し
ま
っ
た
り
す
る
な
ど
の
ケ
ー
ス

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
火
気
を
取
り

扱
う
場
合
に
は
、
火
の
怖
さ
を
自
覚

し
、
気
を
引
き
締
め
て
取
り
扱
い
ま

し
ょ
う
。

◎
火
の
用
心　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い　

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ

の
投
げ
捨
て
を
し
な
い　

③
天
ぷ
ら

を
揚
げ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
場
を

離
れ
な
い　

④
風
の
強
い
と
き
は

た
き
火
を
し
な
い　

⑤
子
ど
も
に
は

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ

足
配
線
は
し
な
い　

⑦
ス
ト
ー
ブ
に

は
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
付
け
な
い

問
い
合
わ
せ
／
危
機
管
理
室

☎(

82)

４
３
７
０

　

地
籍
調
査
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
は
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国
土
調
査
と
い
う
言

葉
は
ご
存
知
の
人
も
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

地
籍
調
査
は
国
土
調
査
の
中
の
一
事
業

で
、
土
地
所
有
者
に
立
ち
会
い
を
し
て
も

ら
い
境
界
を
明
ら
か
に
し
、
正
確
な
地
図

の
作
成
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

地
籍
調
査
の
終
わ
っ
て
い
な
い
地
域

の
公
図
は
明
治
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の

で
、
正
確
な
土
地
境
界
の
位
置
は
わ
か
ら

ず
、
各
筆
ご
と
の
面
積
も
正
し
く
登
記
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
籍

調
査
で
は
、
そ
う
い
っ
た
土
地
に
つ
い
て
、

様
々
な
資
料
を
基
に
、
現
在
の
土
地
利
用

の
状
況
を
加
味
し
な
が
ら
、
土
地
所
有
者

双
方
の
合
意
の
も
と
、
境
界
の
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
籍
調
査
を
実
施
す
る
と
、
土

地
の
境
界
や
面
積
が
明
ら
か
に
な
り
、
道

路
・
河
川
の
工
事
に
着
手
し
や
す
い
と
い

う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
災
害
時

の
早
期
復
興
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
お
り
、

一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
そ
の
重

要
性
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

境
界
の
明
確
化
と
正
確
な
地
図
の
作
成

を
目
指
し
て
、
職
員

一
同
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
災
害
に
強

い
豊
か
な
街
づ
く
り

の
基
盤
と
な
る
地
籍

調
査
事
業
に
、
是
非

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▲あなたの土地を測ります！

産
業
水
道
部　

地
籍
調
査
課

　
☎(

82)

４
２
３
５地籍調査スタッフ

石田　力也

7
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　自分のお父さん、お母さんをはじめ、日頃お世話になっている
地域の関係者の皆さんにお茶のお点前を披露する「お抹茶教室」
が、印野保育園で行われました。
　同園では、幼少期から日本の伝統文化に触れようと、年に３回、
講師を招いて教室を開催。最終回となる今回は、これまでに学ん
だお点前を感謝の気持ちを込めて披露しました。
　保護者を前にした園児たちは、少し恥ずかしげな表情を見せな
がらも、しっかりと正座をし、指をそろえて挨拶。保護者たちも、
その様子に目を細め、園児がたてたお茶を美味しそうにいただい
ていました。　

2/11　市政の発展に尽くされた皆さんを表彰
　２月11日は市制施行日です。市制施行58周年のこの日、
様々な分野で市政の発展に尽力・貢献された次の皆さんが
表彰されました。

2/7　お茶に感謝の気持ちを込めて

8

　ごてんば市民芸術祭ジュニアフェスティバルが、市民会館で行
われました。
　このイベントは、市内の中学生以下の子どもたちで
構成されるグループなどが、日頃の練習の成果を発表
します。　
　今年は、小・中学生約 300 人が参加して、演劇・バ
レエ・ヒップホップ・学芸・一輪車・太鼓など様々な
ステージを繰り広げました。一生懸命に披露するその
かわいらしい姿に観客からは、大きな拍手と歓声がわ
きあがりました。

2/9　大人顔負けの演技を披露

◀練習の成果を披露

◀
元
気
い
っ
ぱ
い
に
ダ
ン
シ
ン
グ
！

1/22・29　社会福祉のために
　東静岡ヤクルト販売㈱のヤクルトレディーの皆さんが、市役所
を訪れ、目録の贈呈を行いました。
　同社では、昭和 50 年度から、「チャリティーヤクルト社会福
祉貢献活動」として県東部の社会福祉施設にヤクルト商品を寄贈。
御殿場市関係では累計 38 回目の寄贈となります。
　29 日には、市内二枚橋の「みくりや園」など、
市内にある福祉施設を同社の皆さんが訪れ、入所
者に直接「ヤクルト 65」を届けました。
　今回、市内では、計 18 施設に、合計 6,500 本（26
万円相当）が贈られました。

◀
目
録
を
手
渡
す
ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
ー
の
皆
さ
ん

◀みくりや園 入所者の皆さんへ

▶
私
が
た
て
た
お
茶
を
ど
う
ぞ
！

【自治功労】
厚見　道代さん　　　（保土沢）
池谷　省

しょうどう

道さん　　　（時之栖）
長田　行雄さん　　　（東田中）
佐々木　大助さん　（茱萸沢上）
鈴木　秀

ひでかず

一さん　　　（東田中）
田代　陽三さん　　　（美乃和）

【篤行】
（社）印野郷土振興協会
（社）竈報徳社
（社）上小林振興会
（社）御殿場愛郷報徳社
（一社）玉穂報徳会
（社）中畑愛郷会
（一社）古沢共和会

運
転
免
許
証
な
ど

※
土
地
や
家
屋
を
借
り
て
い
る
人
は
、
賃

貸
借
契
約
書
の
写
し
な
ど
の
証
明
が
で
き

る
も
の
が
必
要
で
す
。

手
数
料
／
無
料

※
申
請
書
は
窓
口
に
あ
り
ま
す
が
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
課
税
課
☎(

82)

４
１
３
９

　

 

防
災
無
線
戸
別
受
信
機
の　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

管
理
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
演
習
通
報
や
市
か
ら
の
お
知

ら
せ
、
災
害
時
の
緊
急
放
送
な
ど
の
た
め
、

防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機
を
、
各
世
帯
に

対
し
て
１
台
ず
つ
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　

転
居
さ
れ
る
場
合
に
は
、
返
却
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
引
越
し
な
ど
の
際

に
は
、
必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
廃
棄
や
破
損
等

が
あ
っ
た
場
合
、
弁
償
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
危
機
管
理
室
☎(

82)

４
３
７
０

　

 

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
の　
　
　

　
　

登
録
内
容
更
新
を
お
忘
れ
な
く

　

住
所
や
電
話
番
号
等
の
連
絡
先
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
図
書
館
で
登
録
内

容
の
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
開

館
時
間
中
は
、
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

手
続
き
の
際
に
ご
本
人
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
免
許
証
等
の
身
分
証

　

 

指
定
ご
み
袋
の
適
正
な
交
換
に  

　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

毎
年
、
年
度
末
に
指
定
ご
み
袋
引
換
券

の
使
用
が
急
増
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

引
き
続
き
ご
み
の
分
別
・

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て

い
た
だ
き
、
指
定
ご
み
袋

の
引
き
換
え
は
、
必
要
な

時
に
必
要
な
分
だ
け
交
換
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
課
☎(

83)

１
６
１
０

　

 

指
定
ご
み
袋
引
換
券
を　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

郵
送
し
ま
す

　

平
成
25
年
度
の
指
定
ご
み
袋
引
換
券
を

３
月
27
日

（水）
ま
で
に
各
世
帯
へ
直
接
郵
送

し
ま
す
。
こ
の
時
期
に
届
く
郵
便
物
を
よ

く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

表
札
や
ポ
ス
ト
に
名
前
な
ど
の
表
示
が

な
い
場
合
、
環
境
課
に
引
換
券
が
戻
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

３
月
31
日

（日）
ま
で
に
引
換
券
が
届
か
な

い
場
合
は
、
環
境
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

※
引
換
券
を
切
り
取
る
際
な
ど
に
破
損
し

て
し
ま
っ
た
場
合
は
交
換
し
ま
す
の
で
、

破
損
し
た
券
を
環
境
課
ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
な
お
、
ご
み
袋
に
引
き
換
え
る
と

き
は
、
引
換
券
の
表
に
あ
る
〈
注
意
事
項
〉

を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
課
☎(

83)

１
６
１
０

 　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
無
料
閲
覧
と

　

  

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

◎
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
無
料
閲
覧　

 

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
、
自
己
の

資
産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
部
分
を
期
間

中
の
み
無
料
で
閲
覧
で
き
ま
す
（
土
地
・

家
屋
を
借
り
て
い
る
人
は
、
そ
の
土
地
・

家
屋
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
部
分
）
。

※
無
料
閲
覧
期
間
以
外
は
、
税
務
課
窓
口

で
有
料
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
人
／
納
税
者
（
所
有
者
）
及

び
同
居
の
親
族
、
納
税
管
理
人
、
納
税
者

か
ら
委
任
を
受
け
て
い
る
人
（
委
任
状
が

必
要
）、
借
地
人
・
借
家
人

◎
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

自
己
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
を
他
の
土

地
や
家
屋
の
評
価
と
比
較
す
る
た
め
に
、

帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

※
期
間
中
以
外
は
、
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

縦
覧
で
き
る
人
／
納
税
者
及
び
同
居
の
親

族
、
納
税
管
理
人
、
納
税
者
か
ら
委
任
を

受
け
て
い
る
人
（
委
任
状
が
必
要
）

記
載
内
容
／
○
平
成
25
年
度
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
…
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格

○
平
成
25
年
度
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面

積
、
価
格
、
建
築
年

《
共
通
事
項

》

閲
覧
・
縦
覧
期
間
／
４
月
１
日

（月）
～
30
日

（火）
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
で
の
請
求
は
４
月
末
日
必
着
。

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

会
場
／
市
役
所
１
階　

課
税
課
窓
口

持
ち
物
／
認
め
印
、
納
税
通
知
書
ま
た
は

お
知
ら
せ

明
書
と
利
用
カ
ー
ド
を
持
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。
な
お
、
３
月
末
で
市
外
へ
転
出

予
定
の
人
は
、
特
に
次
の
こ
と
に
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
の
利
用
停
止
・
返

却
の
手
続
き
（
利
用
カ
ー
ド
は
転
出
す
る

ま
で
使
え
ま
す
）

●
図
書
館
へ
返
却
し
忘
れ
て
い
る
資
料
が

な
い
か
の
確
認

※
住
所
が
市
外
で
も
市
内
に
通
勤
・
通
学

す
る
人
は
、
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
条
件
に
よ
っ
て
は
広
域
利
用
の

カ
ー
ド
に
切
り
替
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
☎(

82)

０
３
９
１

　

 

年
度
末
の
休
日
に　
　
　
　
　

　
　
　
　

市
民
課
窓
口
を
開
き
ま
す

　

年
度
末
の
住
民
異
動
が
多
く
な
る
時
期

に
合
わ
せ
て
、
市
民
課
窓
口
業
務
を
休
日

に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
火
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
窓
口
業
務
を
延
長
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
30
日

（土）
・
31
日

（日）　

午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

会
場
／
市
役
所
１
階　

市
民
課
窓
口

内
容
／
住
民
異
動
届
や
戸
籍
届
出
の
受
付
、

印
鑑
登
録
及
び
こ
れ
ら
に
関
す
る
各
種
証

明
書
・
住
基
カ
ー
ド
の
交
付

※
広
域
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
住
民
票
・
印
鑑

証
明
書
・
戸
籍
謄
本
、
抄
本
の
交
付
等
、

一
部
の
業
務
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
届
出
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
日
の

う
ち
に
処
理
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
市
民
課
☎(

82)

４
１
２
０

平成 24 年度太陽光発電システム等新・省エネルギー機器設置事業補助金のお知らせ…２月 25 日現在での執行状況
は 87.6％（予算／ 1,200 万円）です。執行状況は市ホームページで随時更新していますので、ご確認ください。
問い合わせ／環境課☎ (83)1603

▲市表彰を受賞された皆さん
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不
要
な
軽
自
動
車
等
は　
　
　

　
　

廃
車
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
で
軽

自
動
車
等
の
登
録
を
し
て
い
る
人
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

不
用
な
バ
イ
ク
や
自
動

車
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
３
月
末
ま
で
に
廃
車

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
☎(

82)

４
１
２
８

 　

市
民
会
館
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

◎
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室
無
料
体
験
会

　

ダ
ン
ス
経
験
の
な
い
人
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
は
も
ち
ろ

ん
、
体
力
向
上
や
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に
も

役
立
ち
ま
す
。

日
時
／
３
月
25
日

（月）　

午
前
10
時
30
分
～

11
時
50
分

講
師
／
フ
ラ
メ
ン
コ
講
師　

田
代　

寿
子
氏

◎
バ
レ
エ
ス
ト
レ
ッ
チ
無
料
体
験
会

　

バ
レ
エ
経
験
の
な
い
人
向
け
の
基
本
ス

ト
レ
ッ
チ
が
中
心
の
体
験
会
で
す
。

日
時
／
３
月
28
日

（木）　

午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分

講
師
／
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
講
師　

野
田

霞
か
す
み

氏
◎
放
課
後
バ
レ
エ
教
室
無
料
体
験
会

　

ペ
ル
ミ
・
ワ
ガ
ノ
ワ
・
メ
ゾ
ッ
ド
に
基

づ
い
た
本
格
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
教

室
で
す
。

日
時
／
◎
幼
児
ク
ラ
ス
…
３
月
28
日

（木）　

午
後
３
時
45
分
～
４
時
40
分

◎
児
童
ク
ラ
ス
…
３
月
21
日

（木）　

午
後
４

時
50
分
～
５
時
50
分

対
象
／
◎
幼
児
ク
ラ
ス
…
年
中
～
小
学
校

１
年
生
、
◎
児
童
ク
ラ
ス
…
小
学
校
２
年

生
～
6
年
生

講
師
／
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
講
師　

野
田

霞
氏

《
共
通
事
項

》

会
場
／
市
民
会
館

募
集
人
数
／
各
７
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
無
料
（
４
月
か
ら
の
教
室
は
有
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
電
話
ま
た

は
所
定
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
直
接
、
市
民
会
館
☎(

83)

８
０
０
０
へ

　

市
民
芸
術
祭
「
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス

　

テ
ィ
バ
ル
」
合
同
演
奏
参
加
者
募
集

日
時
／
７
月
６
日

（土）　

午
後
１
時
開
場　

１
時
30
分
開
演

※
合
同
演
奏
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

会
場
／
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
人

曲
目
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
日
本
大
震
災
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」
・
「
涙

を
こ
え
て
」

練
習
日
時
／
５
月
19
日

（日）
、
26
日

（日）
、
６

月
２
日

（日）
、
16
日

（日）
、
23
日

（日）
の
夜
間

練
習
会
場
／
市
民
会
館　

小
ホ
ー
ル

※
６
月
下
旬
に
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
の

リ
ハ
ー
サ
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

参
加
料
／
１
人
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
５
日

（金）

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）
に
、
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
で
、
〒
４
１
２
‐
８
６
０
１　

文
化

ス
ポ
ー
ツ
課
内
市
民
芸
術
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
☎(

82)

４
３
１
９
、
℻(

82)

４
３
３
３
へ

　

 

平
成
25
年
度
シ
ル
バ
ー
大
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

日
時
／
5
月
13
日

（月）
、
６
月
７
日

（金）
、
７

月
５
日

（金）
、
９
月
６
日

（金）
、
10
月
４
日

（金）
、

11
月
５
日

（火）
、
12
月
６
日

（金）　

午
前
10
時

～
午
後
３
時
30
分
頃　

計
７
回

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く

ら
」
１
階
交
流
ホ
ー
ル
他

対
象
／
寿
大
学
を
卒
業
し
た
人

募
集
人
数
／
36
人
（
先
着
順
）

参
加
料
／
全
7
回
で
２
、
０
０
０
円
（
他

に
施
設
入
館
料
等
実
費
負
担
あ
り
）

そ
の
他
／
送
迎
バ
ス
を
希
望
す
る
人
は
、

申
し
込
み
時
に
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
3
月
22
日

（金）

午
前
９
時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
☎(

70)

６
８
０
０
、
℻(

70)

６
８
１
０
、 

　

info@
gotem

ba-skc.jp

へ

※
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
の
受
け
付
け
は
、

午
後
１
時
か
ら
で
す
。
ま
た
、
メ
ー
ル
で

の
受
け
付
け
は
、
翌
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

10

募
　
集

有
料
広
告

お
知
ら
せ

…Ｅメール
　

 

市
民
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

日
時
／
４
月
13
日

（土）　

午
前
８
時
30
分
～

正
午
（
午
前
８
時
10
分
か
ら
受
け
付
け
）

実
施
場
所
／
玉
穂
支
所
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
と
し
た
中
畑
方
面
７
㌔
ま
た
は
８

㌔
の
コ
ー
ス

集
合
／
市
役
所　

玉
穂
支
所

対
象
／
市
民
及
び
市
内
に
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人
と
そ
の
家
族
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

募
集
人
数
／
１
０
０
人
（
当
日
受
付
も
可
）

参
加
料
／
１
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
前
日
ま
で
に
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

☎(

82)

４
１
３
５
へ

　

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業　
　
　

　

映
画
と
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
の
つ
ど
い

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
母
と
の
暮
ら
し
を

映
画
監
督
の
娘
の
視
点
で
追
っ
た
、
映
画

「
毎
日
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
」
を
上
映
し

ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
の
あ
り
方
、
人
間
の
尊
厳

と
は
何
か
な
ど
を
、
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
で
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
３
月
16
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
45
分

内
容
／
◎
関
口
祐
加
監
督
の
映
画
「
毎
日

が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
」
上
映
…
午
後
１
時

30
分
～
３
時　

◎
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
…
午
後
３
時
～
３
時
45
分

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く

ら
」　

２
階
大
広
間

募
集
人
数
／
２
０
０
人

参
加
料
／
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
３
月
15
日

（金）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎(

70)

６
８
２
０
、
℻(

70)

６
８
１
７
へ

　

 

市
民
芸
術
祭　

  　
　
　
　
　
　

　

   

ポ
ス
タ
ー
原
画
入
賞
作
品
展
示

　

平
成
25
年
度
ご
て
ん
ば
市
民
芸
術
祭
で

使
用
す
る
ポ
ス
タ
ー
原
画
の
入
賞
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

日
時
／
３
月
８
日

（金）
～
22
日

（金）　

午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
（
火
曜
日
は
午
後
７

時
ま
で
）

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
。

会
場
／
市
役
所
１
階　

市
民
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
／
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
市

民
芸
術
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
☎(

82)

４
３
１
９

　

 

市
文
化
協
会
各
種
催
し

◎
第
16
回　

華
の
会
開
催

　

日
舞
協
会
と
市
内
で
活
躍
す
る
舞
踊
団

体
の
発
表
会
で
す
。

日
時
／
３
月
16
日

（土）　

午
前
10
時
30
分
開

場　

11
時
開
演

会
場
／
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

入
場
料
／
無
料

◎
第
34
回　

民
謡
連
盟
発
表
会
開
催

　

民
謡
連
盟
に
よ
る
、
民
謡
、
三
味
線
、

相
撲
甚
句
の
発
表
会
で
す
。

日
時
／
３
月
16
日

（土）　

午
後
０
時
30
分
～

会
場
／
市
民
会
館　

小
ホ
ー
ル

入
場
料
／
無
料

◎
第
２
回　

美
術
協
会
展
開
催

　

美
術
協
会
加
盟
団
体
の
合
同
展
で
す
。

日
時
／
３
月
30
日

（土）
～
４
月
７
日

（日）　

午

前
９
時
30
分
～
午
後
９
時
（
４
月
７
日

（日）

は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
／
市
民
会
館　

展
示
ホ
ー
ル

入
場
料
／
無
料

問
い
合
わ
せ
／
市
文
化
協
会
☎(

82)

４
５
３
３

　

 

ひ
な
人
形
と
嫁
入
り
道
具
展
開
催

　

１
０
０
年
前
の
貴
重
な
ひ
な
人
形
や
、

き
ら
び
や
か
な
段
飾
り
、
そ
し
て
ひ
な
道

具
に
見
ら
れ
る
昔
の
婚
礼
・
嫁
入
り
道
具

に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

期
間
／
３
月
17
日

（日）
ま
で　

午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
17
日

（日）
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場
／
富
士
山
樹
空
の
森　

企
画
展
示
室

入
場
料
／
無
料

問
い
合
わ
せ
／
富
士
山
樹
空
の
森

☎(

80)

３
７
７
６

　

 

御
殿
場
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

団
員
募
集

日
時
／
毎
週
水
・
土
曜
日　

午
後
６
時
30

分
～
８
時
30
分

会
場
／
市
体
育
館

対
象
／
小
学
生
男
女

募
集
人
数
／
20
人

問
い
合
わ
せ
／
伊
倉
☎
０
９
０
（
３
４
４

８
）
６
０
０
１ 市

民
伝
言
板

11

催
　
し
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御
殿
場
南
高
校
定
期
演
奏
会　
　

　

第
34
回
雪
ど
け
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

日
時
／
３
月
24
日

（日）　

午
後
２
時
～
４
時

45
分
頃
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

会
場
／
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

内
容
／
1
部
…
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
、
2
部
…

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
3
部
…
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

入
場
料
／
無
料

問
い
合
わ
せ
／
静
岡
県
立
御
殿
場
南
高
等

学
校
☎(

82)

１
２
７
２

　

北
駿
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　
　

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

　

日
本
体
育
協
会
公
認
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

上
級
指
導
員
が
指
導
し
ま
す
。

日
時
／
毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時

会
場
／
富
士
岡
小
学
校
体

育
館

対
象
／
小
学
生
男
女

問
い
合
わ
せ
／
豊
福
☎
０
９
０
（
７
０
４

２
）
５
６
５
２

　

 

御
殿
場
市
五ご

十
じ
ゅ
う

雀か
ら

山
歩
会　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
募
集

　

毎
月
２
回
市
内
外
の
名
所
・
旧
跡
や
山

野
を
、
楽
し
く
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
？

対
象
／
概
ね
50
歳
以
上
の
人

年
会
費
／
４
、
０
０
０
円

※
入
会
金
１
、
０
０
０
円
を
含
む
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
３
月
20
日

（水）

ま
で
に
、
お
近
く
の
会
員
ま
た
は
、
事
務

局　

吉
村
☎(

83)

８
８
７
２
へ　

　

ト
ラ
ウ
ト
パ
ビ
リ
オ
ン
祭
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
３

◎
初
心
者
の
た
め
の
釣
り
体
験
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
だ
れ
で
も
参

加
で
き
る
釣
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
４
月
６
日

（土）　

第
１
部
…
午
前
９

時
～
10
時
、
第
2
部
…
午
前
11
時
～
正
午

※
各
回
終
了
後
１
時
間
ま
で
は
、
自
由
に

釣
り
が
で
き
ま
す
。

※
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
釣
っ
た
魚
を
そ
の

場
で
さ
ば
い
て
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。
持

ち
帰
り
用
の
箱
等
は
、
用
意
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

会
場
／
東
山
湖
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
エ
リ
ア

募
集
人
数
／
各
回
20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
／
ト
ラ
ウ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、
専
用
応
募

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

http://trout-fc.com
/

問
い
合
わ
せ
／
ト
ラ
ウ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

協
議
会
☎
０
３
（
５
４
３
２
）
７
０
８
４

　

Ｕ
Ｔ
Ｍ
Ｆ
２
０
１
３　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
・
マ
ウ
ン
ト
フ
ジ

（
Ｕ
Ｔ
Ｍ
F
）
の
ハ
ー
フ
大
会
で
あ
る
Ｓ
Ｔ

Ｙ
（
静
岡
か
ら
山
梨
）
の
ス
タ
ー
ト
会
場

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
４
月
26
日

（金）　

午
前
７
時
30
分
～

午
後
１
時

活
動
場
所
／
富
士
山
こ
ど
も
の
国
（
富
士

市
桑
崎
）

対
象
／
高
校
生
以
上
（
15
歳
以
上
）
の
男

女
で
会
場
ま
で
自
力
で
来
ら
れ
る
人

※
18
歳
未
満
は
、
保
護
者
の
同
意
が
必
要

で
す
。

作
業
内
容
／
ス
タ
ー
ト
会
場
で
の
選
手
受

付
・
荷
物
預
か
り
・
誘
導
補
助
な
ど

報
酬
／
無
し
（
ス
タ
ッ
フ
ウ
ェ
ア
を
配
布

予
定
で
す
）

※
昼
食
も
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
／
３
月
31
日

（日）
ま
で
に
、
専
用

サ
イ
ト
か
ら
会
員
登
録
（
無
料
）
後
、「
Ｓ

Ｔ
Ｙ
会
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
」
を

選
択
し
、
必
要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 http://rbssvs.jp/volunteer/

問
い
合
わ
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
富
士
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
ナ
ー
ズ
倶
楽
部

　

 volunteer@
ultratrailm

tfuji.com

大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http://w
w

w
.ultratrailm

tfuji.com
/

　

自
動
車
の
不
具
合
情
報
を　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

国
土
交
通
省
で
は
、
迅
速
な
リ
コ
ー
ル

の
実
施
や
リ
コ
ー
ル
隠
し
等
の
防
止
の
た

め
、
「
自
動
車
不
具
合
情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
の
車
に
発
生
し

た
不
具
合
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

車
に
不
具
合
が
発
生
し
た
際
に
は
、
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
◎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
（
７
４
４
）
９
６
０
（
平
日
・

日
中
）

◎
自
動
音
声

☎
０
３
（
３
５
８
０
）

４
４
３
４
（
年
中
無
休
・
24
時
間
）

　

 http://w
w

w
.m

lit.go.jp/RJ/
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　　　保健センター健康相談
※会場はいずれも保健センターです。
●乳幼児健康相談　予約不要
　乳幼児の身体測定、育児・栄養相談などに応じます。
期日／ 4 月 8 日㈪　受付時間／午前 9 時 15 分～ 10 時 15 分
※込み合いますので、０歳児は早めにお越しください。
●成人健康相談　
期日／ 4 月 8 日㈪　受付時間／午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分
期日／ 4 月 26 日㈮　受付時間／午前 9 時 30 分～ 10 時 30 分
内容／生活習慣病予防に関する健康・栄養相談、骨密度測
定、健診結果の見方などに保健師・栄養士がお答えします。
申し込み／事前に電話で健康推進課へ

　　　プレママ学級（妊婦教室） 　予約制

日時／ 4 月 19 日㈮　午後 1 時 10 分～ 3 時 20 分（妊
婦体験希望者は午後４時まで）
会場／保健センター
内容／妊娠中の過ごし方、親と子の歯の健康について（お
話と歯みがき実習）、妊婦体験（実習）
募集人数／ 20 人（先着順）　対象／妊婦及びその夫
申し込み／４月11日㈭　午前9時から18日㈭までに、
電話で健康推進課へ

●エイズ検査、肝炎検査　電話予約制・匿名
日時／ 4 月 4 日㈭　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
申し込み・問い合わせ／医療健康課☎ (82)1224
●精神保健福祉総合相談　電話予約制
日時／ 4 月 23 日㈫　午後１時 30 分～３時 30 分
内容／こころの病気、アルコール・薬物依存症、ひき
こもりなどに関する相談
申し込み・問い合わせ／福祉課☎（82）1222
●食品衛生相談
日時／毎週月曜日　午前９時～正午、午後１時～４時
問い合わせ／衛生薬務課☎（82）1223
●犬・ねこの引き取り
日程等、詳細はお問い合わせください。
問い合わせ／衛生薬務課☎ (82)1223
※上記会場はいずれも御殿場健康福祉センターです。
●夜間エイズ検査　電話予約制・匿名
日時／ 4 月 2 日㈫　午後 5 時～ 7 時 45 分
会場／東部健康福祉センター
問い合わせ／地域医療課☎ 055(920)2109

会場／保健センター　★印は、健康相談と同時に実施します。
※健診の問い合わせは、当日の午前中までに健康推進課へ

4 月の健康診査・予防接種

 4

13

名　称 実施日 … 対象（誕生日） 受付時間 持　ち　物
●赤ちゃんセミナー

（平成24年12月生まれ）
2 日㈫

16 日㈫
…
…

１日～ 15 日生まれ
16 日～末日生まれ

午後１時 00 分
～１時 20 分 母子健康手帳

●６か月児健康診査
（平成 24 年 9 月生まれ）

3 日㈬
17 日㈬

…
…

１日～ 15 日生まれ
16 日～末日生まれ

午後１時 15 分
～２時 00 分 母子健康手帳、アンケート

● 1 歳６か月児健康診査
（平成 23 年 9 月生まれ）

9 日㈫
23 日㈫

…
…

１日～ 15 日生まれ
16 日～末日生まれ

午後１時 15 分
～２時 00 分 母子健康手帳、アンケート

●２歳児健康相談
（平成 23 年 3 月生まれ）
★歯みがき指導

12 日㈮ … 生まれた日による
区分はありません

午前９時 30 分
～ 10 時 30 分 母子健康手帳、歯ブラシ、タオル

●３歳児健康診査
（平成 22 年 3 月生まれ）

10 日㈬
24 日㈬

…
…

１日～ 15 日生まれ
16 日～末日生まれ

午後１時 15 分
～２時 00 分

母子健康手帳、３歳児健康診査アン
ケート、尿

●定期予防接種（ＢＣＧ）
（平成 24 年生まれ） 11 日㈭ … 12 月 16 日～末日生まれ 午後１時 30 分

～１時 50 分

母子健康手帳、予診票
※左記の対象者の他、生後６カ月未
満の未接種者も接種できます。
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この広報紙は、再生紙を使用しています。

障がいのある人のための、音声と点字による「広報ごてんば」もあります。問い合わせ／社会福祉課☎（82）4238

2 月１日現在
（外国人住民を含む）

合　計　90,017 人（前月比△ 103 人）男 46,020 人　女 43,997 人
世帯数　34,918 世帯（前月比△ 63 世帯）

●
発
行　

御
殿
場
市　

〒
４
１
２-

８
６
０
１　

静
岡
県
御
殿
場
市
萩
原
４
８
３　

☎
（

83
）

１
２
１
２
㈹

毎
月
５
日
、
20
日
発
行
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

●
編
集　

企
画
部
秘
書
広
報
課　

☎
（

82
）

４
１
２
７　

●
印
刷　

㈱
御
殿
場
印
刷
所

平
成
25
年
３
月
５
日
号

広
報
ご
て
ん
ば

西田　旺
おう

生
き

くん（２歳７カ月）

父・孝浩さん／母・ゆかりさん（二の岡）

　やんちゃな旺生は歌とダンスとトーマスが大好

き♪毎日元気いっぱい !! パパとママの宝物だよ♡

小松　優斗くん（左）（２歳７カ月）・美
み は ね

葉音ちゃん（右）（8 カ月）

父・紀彦さん／母・恵美さん（保土沢）

　やんちゃなユウトくん♡外で遊ぶのが大スキ♡
みはねはユウトが大スキ♡仲良しの２人だよ♡

　

御
殿
場
西
高
校
２
年
の
澤
口

千
夏
さ
ん
と
柳
原
香
奈
さ
ん
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
毎
日
放
送

さ
れ
て
い
る
「
ギ
ュ
ッ
と
ご
て

ん
ば
」
内
の
市
の
広
報
番
組
に
、

昨
年
４
月
か
ら
7
代
目
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
し
て
出
演
。
市
か
ら

の
お
知
ら
せ
を
、
月
に
１
回
交

代
で
収
録
し
て
い
る
。

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
か

ら
も
う
す
ぐ
１
年
を
迎
え
る
2

人
に
、
こ
れ
ま
で
の
感
想
や
今

後
の
抱
負
な
ど
を
聞
い
た
。

―
―
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
選
ば
れ

た
時
の
気
持
ち
は
？

澤
口
さ
ん
（
以
下
澤
口
）　

中

学
生
の
と
き
演
劇
部
に
入
っ
て

い
た
の
で
、
発
声
に
は
自
信
が

あ
り
ま
し
た
が
、「
私
が
!?
」
と
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
！

柳
原
さ
ん
（
以
下
柳
原
）　

私

も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
！
か
つ

ぜ
つ
と
、
声
が
低
い
こ
と
が
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

―
―
収
録
の
と
き
、
心
掛
け
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

澤
口　

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

気
を
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
普

段
友
達
と
は
し
ゃ
い
で
い
る
と

き
の
よ
う
な
高
い
声
に
な
ら
な

い
よ
う
、
落
ち
着
い
て
話
す
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
た
。

柳
原　

祖
母
が
番
組
を
見
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
お
年

寄
り
の
皆
さ
ん
に
も
聞
き
や
す

い
よ
う
、
ゆ
っ
く
り
、
は
っ
き

り
と
発
音
す
る
よ
う
心
掛
け
ま

し
た
。

―
―
放
送
さ
れ
た
番
組
を
見
た

周
囲
か
ら
の
反
応
は
？

澤
口　

家
族
か
ら
、
厳
し
い

チ
ェ
ッ
ク
が
入
り
ま
し
た
！
で

も
、
以
前
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な

り
た
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い

る
母
か
ら
、「
将
来
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
に
な
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
」

と
言
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。

柳
原　

私
は
、
祖
母
を
は
じ
め
、

親
戚
か
ら
も
チ
ェ
ッ
ク
が
入
り

ま
し
た
！
周
り
の
先
生
方
か
ら

は
、
話
し
方
を
褒
め
て
い
た
だ

き
、
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

―
―
や
っ
て
き
て
良
か
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

澤
口　

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て

い
く
う
え
で
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
聞
き
手
の
視
点

に
立
つ
こ
と
、
相
手
に
『
伝
え

る
』
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

柳
原　

自
分
自
身
の
成
長
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人

前
で
話
す
こ
と
が
苦
手
で
し
た

が
、
一
歩
前
に
踏
み
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
場
数
を
踏
む

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
今
後
の
目
標
は
？

澤
口　

作

※

業
療
法
士
に
な
っ
て
、

必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち
の
役

に
立
ち
た
い
で
す
。

柳
原　

卒
業
後
は
大
学
に
進
ん

で
、
自
分
の
視
野
を
広
げ
た
い

で
す
。
そ
こ
か
ら
自
分
の
や
り

た
い
仕
事
を
見
つ
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

引
率
の
横
山
先
生
も
、「
個

人
練
習
を
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ

ま
す
」
と
話
す
よ
う
に
、
と
て

も
頑
張
り
屋
の
2
人
。
４
月
か

ら
後
輩
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
と
な

る
が
、
こ
こ
で
の
経
験
を
生
か

し
、
今
後
も
活
躍
の
場
を
広
げ

て
い
っ
て
ほ
し
い
。

フレッシュな「市の顔」

御殿場西高校  特進コース 2 年
澤口　千

ち

夏
なつ

さん（左）
柳原　香奈さん（右）

地元ケーブルテレビの　　　
　　　　　　　アナウンサー

※作業療法士…医師の指示のもと、心身に障がいがある人等に対し、作業活動を用いて治療や指導等を行う職業。
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